
花粉症がひどい方は

初期療法
がお勧めです

初期療法とは、花粉が本格飛散する約2週間前から
薬物治療を開始し、症状の緩和を図る治療法です

≪初期療法 ２つのメリット≫
・症状の改善が期待できる
重症の花粉症患者は、症状が強く出てから薬物治療
を開始しても、効きづらいことがあります。
初期療法を行いながら、花粉の飛散量に応じて薬物
治療の強度を変えていくことで、症状の改善が期待
できます。

・ピーク期の受診を避けることができる
スギ花粉症患者は2月中旬から3月上旬のピーク期
に集中して受診する傾向にあります。患者が集中する
ピーク期は受付人数制限によって希望する日に受診
できない可能性がより高くなります。
初期療法はピーク期を避けて受診するため、比較的
スムース※に受診することができます。

※ピーク期でなくとも、土曜日、休診日の翌日および感染症の流行期は
かなり混雑することがあり、受付人数制限により受診をお断りすることが
あります。ご不便おかけし申し訳ございませんが、予めご了承ください。

１月下旬～２月上旬
からの治療開始
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